































































































































































































る」（『教育学研究』第 30 巻 3 号、1963）を、自分が目指す研究に近いものとして見つけ
ることができ、内容分析（content analysis）という手法を学んで雑誌研究に応用しようと
いう目処をつけるに至りました。内容分析は 1950 年代に社会学的手法として確立され、
1960 年代に流行した手法のようでした。内容分析についてはじめて体系的に理論化した
バーナード・ベレルソンの本を貸してくださった先生からは、「内容分析はもう古いよ」
というコメントを頂戴しましたが、私にとってはとても魅力的な「分析道具」に思えまし
た。ベレルソンをバイブルのように、そしてベレルソン以降の内容分析手法の発展を追っ
て、意味論的内容分析を中心に学びました。その手法を使って大衆雑誌を研究すれば、有
名な個人に焦点を当てたり、代表的な論争を考察したりする研究で明らかにされるものと
は、異なる世界が見えてくるはずだと思ったのです。特定のテーマに沿った記事や人物の
ピックアップではなく、婦人雑誌の世界全体を総合的かつ客観的に描き出したい。こうし
た問題意識を可能にしてくれる手法として内容分析を選んだわけですが、その次のステッ
プは、できるだけ多くの婦人雑誌を読み、内容分析の素材とすることでした。
　大衆雑誌を分析対象とする場合、史料としての雑誌そのものに出会うことに困難がとも
なうものです（近年では復刻版や電子化がすすんで、アクセスが容易になりつつあります
が）。図書館に通い詰めて読み、メモをとり、コピーをとる。古書店をめぐり、古書目録
や、近年ではインターネットの古書サイトでこまめに古書市場流通商品をチェックしては
購入し、収集に努める。こうした努力の積み重ねは苦労といえば苦労でしたが、歴史研究
の醍醐味を感じる点でもありました。史料を探索する中で、時には、まったく想定してい
なかった史料と思いがけなく出会うこともあります。簡単に購入して手元に置くことがで
きないからこそ、目の前の史料に集中するという利点もあったと思います。データベース
化されて、キーワード検索などが可能になると、飛躍的に作業効率が上がる反面、何かし
ら大事なものを見落とす危険性も生まれます。実際に読者が手にした冊子体そのものを史
料として扱うことはやはり欠かせないプロセスではないかと思います。問題意識に沿って
必要な記事や図像を、頁を繰りながら捜すことには一見「無駄」な作業が含まれているよ
うに見えて、実はそれらは決して「無駄」ではないというのが、研究を続けてきて感じる
ことです。雑誌そのものを実際に手にし、その重さを感じ、記事を読んだり眺めたりする
ことは、当時の読者の読書体験を追体験するという意味でも重要な研究作業だと思いま
す。
　今回の拙著も、複数の図書館に通って古い雑誌の頁をめくり、数え切れない古書店をめ
ぐって古書や古雑誌を購入し、時間をさかのぼって戦前の婦人雑誌の世界にひたりなが
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ら、積み重ねてきた研究をまとめたものです。当時の女性読者の気持ちになって、表紙や
口絵をながめ、記事や連載小説を読みました。古い婦人雑誌をめくると、図像や文章を通
して、当時の女性たちに期待されていた規範や役割と、女性たちの側が求めていた希望や
あこがれの、その両方が伝わってくるようでした。図書館に通いつめ、一日中延々と古い
雑誌を読み続ける毎日は、自分が生まれるずっと前の世界に没頭する不思議な時間であり
ました。雑誌に目を通しはじめた当初は、目にするものすべてが珍しく、遠い世界をのぞ
き見ているように感じられたものですが、歴史的文脈についての知識が増すにつれ、婦人
雑誌の頁は、生き生きとしたメッセージを語りかけてくる身近な意味世界となっていきま
した。
　図書館で実際の婦人雑誌を読みふけるようになる前には、戦前のメディアに登場してい
た女性像を分析するために、女性像に関する価値観が言語化されている著名人の評論記事
や座談会などの記事全般を扱うことしか考えていませんでした。しかし、婦人雑誌という
ものは、そうした文化人や何らかの地位ある人々が「…せねば（／あらねば）ならない」
「…すべき」と語る記事だけでできているわけではないし、それらの記事は限定された魅
力しか持たないことが気になっていきます。読者はそうした「硬い」記事も読んだでしょ
うが、多色刷りの各種グラビア、多量の頁を費やしている連載小説、有名人のゴシップ記
事、人気のある俳優や歌手が登場する記事、ユーモアマンガ、生活に役立つ懇切丁寧な実
用記事など、婦人雑誌の多様な要素を楽しんだはずです。また、華やかな美人画が掲げら
れた表紙にも、大きな意味があったのではないかと感じるようになりました。
　その結果、私の婦人雑誌研究は、評論記事を中心的に分析したものから、表紙絵の図像
分析、連載小説の物語構造分析、実用記事分析へと、多面的に広がっていきました。婦人
雑誌の各側面を分解しながら分析した後に、各側面相互の関係性および各側面における読
者とメディアとの相互作用を考察することによって、婦人雑誌の世界を再統合することが
目標となっていきます。
婦人雑誌という社会装置をどうみるか
　拙著の中心テーマは、近代日本において、今日の基礎となるジェンダー秩序の在り方
が、社会的に構築され、多くの人々に「自然な秩序」として認識されるようになるプロセ
スに、マスメディアという社会装置がどのような役割を果たしたのかを明らかにすること
にありました。現代社会におけるジェンダー秩序の再生産において、マスメディアが果た
す役割の重要性は繰り返し指摘され、さまざまなメディアが研究対象として取り上げられ
ています。そうした今日におけるマスメディアの社会的機能を考察するためには、近代初
頭におけるマスメディア台頭期に生じた社会現象をていねいに分析する必要があるという
ことが、私の一種の仮説でした。
　近代化における女性向けメディアの発達の歩みを踏まえた上で、『主婦之友』や『婦人
倶楽部』など大衆的成功をおさめた婦人雑誌を対象に（時に『婦人公論』などの異なるタ
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イプとの比較をまじえて）、先述したように、メディアの数量的内容分析、読者層分析、
図像分析、物語構造分析などの種々の手法を用いて、婦人雑誌が提示する女性像や大正期
からファシズム期にかけての時系列的な変化を多面的に描き出すことを試みました。
　拙著はマスメディアを分析対象とした歴史社会学的な研究の中に位置づけられますが、
その特色をあらためてまとめると、以下の四点になります。第一に、マスメディアの誌面
に対する数量的な内容分析と質的分析を組み合わせようとしている点、第二に、分析に際
して、史料の恣意的な扱いに終わらぬよう、できるだけ網羅的に分析対象を把握すべく膨
大な量のデータの収集・分析を試みていること、第三に、活字記事だけでなく、グラ
フィック情報と連載小説という読者の想像力を掻き立てるファンタジックな側面を統合し
て誌面分析を試みようとしている点、第四にメディア研究で常に課題として浮かび上がる
受け手分析に本格的に取り組もうとしている点、です。
　最終的には、「婦人雑誌」を単なるメッセージの乗り物として断片的に分析対象とする
のではなく、以上のような多面的かつ総合的な分析を通して、近代化のプロセスで不可欠
な役割を果たした社会装置としてその全体像を描きだそうとしました。婦人雑誌とはいか
なる社会装置なのか、それは、近代のジェンダー秩序の形成にいかなる役割を果たしたの
かについての結論を提示する。その目標が、今回の拙著でどれだけ達成できたのか、自分
なりの結論を描きだしたという達成感がある一方、まだまだ心許ない、というのが、正直
な気持ちです。
　婦人雑誌研究が教えてくれたことは、差別や抑圧は「邪悪な意図をもった権力者」に
よって「上」から一方的に作り出されるものではないということです。近代的な性差別
は、「普通の女性」自身がのぞんだ日常生活の改善とともに構築されてきました。こうし
た視点は、これからも私の研究のベースとなっていくでしょう。性差別は、「私」を外部
から取り巻き、また「私」の内部においても日々生成されている。それをいつも意識して
いたいと思います。
おわりに
　私の問題意識の出発点は、現存する性差別への疑問であり、おこなってきた研究はすべ
て、性差別を支えるジェンダー秩序を読み解くことをめざしたものです。私の中で、研究
したいという欲求は、フェミニズム思想と溶け合っています。先述しましたように、これ
まで、婦人雑誌を素材に近代的ジェンダー秩序の成立過程をさぐる歴史研究と同時並行
で、戦後から現在にかけての学校教育をジェンダーの観点から研究してきました。後者
は、学校現場での教育実践や教育運動、行政施策など、リアルタイムの社会の動きと関わ
りながらすすめるよう努力してきたつもりです。婦人雑誌をメディアとする「あの頃」へ
のタイムトリップと、学校教育を舞台とする「今」の研究と実践の連動。この二つの間を
行き来しながら、この 25 年あまりを過ごしてきました。「今」と「あの頃」への往還は、
私にゆとりや喜びを与えてくれる一方で、研究の歩みがゆっくりしたものになってしまう
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という問題を常に引き起こします。とりわけ、「今」に追われると、「あの頃」の研究はつ
い後回しになりがちで、忸怩たる思いに悩んだ日もありました。念願かなって、まだまだ
課題を残しつつも自分なりの到達地点を一冊にまとめることができた昨夏、大きな宿題を
やっと提出した気持ちで、ホッとしたことを覚えています。
　本書が、マスメディア研究においても、ジェンダー研究においても、小さくとも新たな
一歩をつけ加えることができていればと願っています。
 （きむら　りょうこ　　大阪大学大学院人間科学研究科教授）
